
み
ん

な
～

 が
ん

ば
っ

て
！

（
1₀月

５
日

、
第

８
回

フ
ィ

ー
ル

ド
Ｘ ク

ロ
スレ

ー
ス

）

主
な

内
容

新
庁

舎
が

つ
い

に
完

成
 ₁₁月

2₅日
㈫

か
ら

業
務

開
始

…
…

…
２

～
５

㌻
特

集
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

と
自

治
…

…
…

…
…

…
…

６
～

９
㌻

農
と

輝
の

大
地

―
八

幡
平

市
みのり

ひかり
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新庁舎の概要
１ 所在地
〒028-7397 八幡平市野駄第21地割170番地
２ 施設概要
⑴工期 平成24年12月12日から26年９月30日まで
⑵建設工事費 24億8,545万440円
⑶施工業者
▶設計監理 株式会社 関・空間設計
▶建築・機械設備 清水建設株式会社・株式会社

高建工業特定建設工事共同企業体
▶電気設備 株式会社ユアテック
⑷敷地面積 21,957平方㍍
⑸建築面積 4587.89平方㍍
⑹延床面積 7757.23平方㍍
⑺設備概要 建物杭

く い

基礎を利用した地中熱（再生
可能エネルギー）採熱システム、太陽光発電街
路灯27基、LED照明機器など

■

多
く
の
協
議
を
踏
ま
え
完
成

市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
は
、
合
併
協
議

会
で
多
く
の
協
議
・
検
討
が
重
ね
ら
れ
、

合
併
協
定
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

市
は
、
合
併
後
、
平
成
19
年
度
に
各
種

団
体
か
ら
の
推
薦
委
員
、
一
般
公
募
委
員

お
よ
び
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る「
八
幡
平

市
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
」を
設
置
。新
庁

舎
建
設
に
係
る
基
本
構
想
案
な
ど
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
住
民

説
明
会
な
ど
を
開
き
、
20
年
に
基
本
構
想

の
決
定
、21
年
に
は
基
本
計
画
を
策
定
し
、

22
年
に
は
設
計
の
方
針
や
内
容
・
配
置
を

定
め
た
基
本
設
計
が
完
了
し
ま
し
た
。

23
年
に
は
、
基
本
設
計
を
基
に
、
庁
舎

の
詳
細
な
項
目
を
定
め
る
実
施
設
計
が
完

了
。
24
年
に
は
、
庁
舎
建
設
に
伴
う
Ｊ
Ｒ

花
輪
線
北
森
駅
の
移
設
に
係
る
基
本
協
定

を
締
結
し
、
庁
舎
建
設
工
事
に
取
り
掛
か

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
、
市
役

所
新
庁
舎
が
完
成
。
９
月
30
日
に
は
、
田

村
正
彦
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
ら
約
30

人
が
出
席
し
、
施
工
業
者
か
ら
市
へ
建
物

が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
５

日
に
は
、新
庁
舎
の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
約
３
０
０
人
が
、
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。

■

庁
舎
の
移
転
に
伴
う
変
更
点

新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
は
、
11
月
25
日

㈫
と
し
、
現
在
、
備
品
の
搬
入
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
新
庁
舎
の
各
課
の
配
置
な

ど
は
、
４
・
５
㌻
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
表
電

話
番
号
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
の
市
役
所
本
庁
舎（
大
更
）

は
、
西
根
総
合
支
所
と
し
て
引
き
続
き
使

用
し
、
住
民
票
の
発
行
な
ど
一
部
の
窓
口

業
務
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
新
庁
舎
へ

の
業
務
移
転
に
伴
い
、
現
在
の
松
尾
総
合

支
所
で
の
業
務
は
新
庁
舎
に
引
き
継
が
れ

ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
課（
☎・内
線

１
２
３
１
）ま
で
。

新
庁
舎
が
つ
い
に
完
成

 
11
月
25
日
㈫
か
ら
業
務
開
始

合
併
に
伴
う
重
要
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
市
役
所
新
庁

舎
が
完
成
し
、
９
月
30
日
に
施
工
業
者
か
ら
市
へ
建
物
が

引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
は
、
11
月

25
日
㈫
か
ら
。
今
号
で
は
、
完
成
ま
で
の
経
過
と
新
庁
舎

内
の
各
課
の
配
置
図
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

10月５日には新庁舎の一般公開が行われました
市役所新庁舎の外観

（平成 26 年 9 月 30 日撮影）

02No.207◎2014．11． 6



新庁舎の住所、代表電話・ファクス番号
新庁舎の住所、代表電話・ファクス番号は、次のと

おりです（市外局番は0195です）。

住所：〒028-7397
八幡平市野駄第21地割170番地

代表電話番号：74-2111
ファクス：74-2102

新庁舎での内線番号は、これまでと異なります。ご
不便をお掛けしますが、しばらくの間は、お電話の
際、課名や係名を伝えていただくようお願いします。

また、新庁舎では、各課への直通となるダイヤルイ
ンを導入する予定です。詳しい内容は、12月４日発行
の広報はちまんたいで紹介します。

新庁舎完成までの主な経過
年�月�日 内 容

平成16年10月～ 合併協議会や住民説明会を通じ、庁舎建
設について協議

17年１月1₃日 新庁舎建設などを盛り込んだ合併協定に
３町村長が調印

17年９月１日 八幡平市誕生

19年５月～20年２月 八幡平市庁舎建設検討委員会（以下、検討
委員会）で基本構想（案）を協議

20年２月29日 市庁舎建設基本構想を決定
20年５月26日～６月
17日 基本構想について住民説明会を開催

20年７月～21年５月 検討委員会で市庁舎建設基本計画などを
協議

21年５月20日 市庁舎建設基本計画を決定
21年５月25日～８月
25日

基本計画について住民や各地域審議会な
どへの説明会を開催

21年11月11日～12月
３日

庁舎建設基本設計業務に係る簡易公募型
プロポーザルを実施

22年１月８日 ㈱関・空間設計と庁舎建設基本設計業務
委託契約を締結

22年９月₃0日 庁舎建設基本設計業務の完了

22年10月28日 ㈱関・空間設計と庁舎建設実施設計業務
委託契約を締結

2₃年８月２日
東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ東日本）と
花輪線北森駅移設他基本調査設計協定書
を締結

2₃年９月₃0日 庁舎建設実施設計業務完了
24年３月２日 庁舎建設造成工事契約の締結

24年10月2₃日 ＪＲ東日本と北森駅移設に係る基本協定
を締結

24年12月12日 庁舎建設工事を開始
26年９月₃0日 新庁舎引き渡し式を実施
26年10月５日 新庁舎を一般公開
26年11月25日 新庁舎の使用開始
27年３月 新庁舎併設ＪＲ北森駅開所（予定）

11月22日㈯の終日
松尾総合支所の電話が不通になります

新庁舎への移転に伴う電話の切り替え工事
を行うため、11月22日㈯の終日、松尾総合支
所の代表電話番号（☎0195-74-2111）は、不通
になります。

ご用件がある場合は、市役所本庁舎（☎
0195-76-2111）または安代総合支所（☎0195-
72-2111）にご連絡ください。
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■市役所本庁舎内の体制
課・室名など 係名など

１
階

会計課 審査係、出納係
市民課 戸籍住民係、環境衛生係、地域安全係、国保年金係
健康福祉課
（地域包括支援センター） 健康推進係、高齢福祉係、包括支援センター係

地域福祉課 福祉総務係、生活保護係、障がい福祉係、児童福祉係、子
育て支援係

税務課 市民税係、資産税係、収納管理係、収納整理係
スポーツ推進課 スポーツ推進係
国体推進室 総務企画係、競技式典係

２
階

市長公室 秘書広報係、総合政策係、財政係、情報統計係
総務課・選挙管理委員会事務局 行政係、消防防災係、契約管財係、選挙管理委員会事務局
地域振興課
（松尾総合支所地域振興課） 地域振興係、市民協働推進係

上下水道課 経理係、維持管理係
建設課 管理係、土木係、建築係、都市計画係
商工観光課 商工労政係、観光振興係、企業立地推進係
農政課・農業振興支援センター 農政係、農業振興支援センター係、農地整備係、畜産係
農業委員会事務局 農地調整係、農業振興係
教育委員会事務局 学校教育課 総務係、指導係

３
階

監査委員事務局 監査委員事務局
議会事務局 議事係

※ 各課の主な業務などは、11月20日に全戸配布を予定している「八幡平市暮らしのガイドブック 2014」に掲載していま
すので、そちらをご覧願います。

大ホール

倉庫
倉庫

調理室

多目的ルーム１

多目的ルーム２

風除室

風除室

結（ゆい）のひろば

検診機材室

守衛室

入口

ＡＴＭ

喫煙室

多目的ホール棟

自
販
機
コ
ー
ナ
ー

本庁舎１階部分

※ 多目的ホールについては、諸手続きが完了す
るまで、当面、施設の貸し出しはできませんの
で、ご了承ください。
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３階

大会議室

電算室書庫

喫煙室

監
査
委
員

事
務
局

議
会
事
務
局

正
副
議
長
室

会派室
第２委員会室

第１委員会室

第３委員会室

行政資料室 理事者
控 室

議場

傍聴席

風除室

風除室
総合案内

守衛室

喫煙室
ＡＴＭ

書庫

休憩室休憩室更衣室

職員玄関

国 体
推進室

相談室

相談室

相談室

会計課

待合スペース 結（ゆい）のひろば

入口

地 域
福祉課

健 康
福祉課税務課スポーツ

推進課 市民課

１階

更
衣
室

書
庫 倉

庫
印
刷
室

２階
待合スペース

相談室

副
市
長
室

応
接
室

市
長
室

地
域
振
興
課

（
松
尾
総
合
支
所

地
域
振
興
課
）

上
下
水
道
課

建
設
課

商
工
観
光
課

農
政
課・

農
業
振
興

支
援
セ
ン
タ
ー

農
業
委
員
会

事
務
局

教
育
委
員
会

事
務
局

学
校
教
育
課

総務課・
選挙管理委員会事務局

市長公室

打ち合わせ室用品庫

書庫
庁議室

ミーティング室書庫設
計
室

教
育
長
室

渡り廊下

各課の配置図
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■

地
域
づ
く
り
を
コ
ミ
セ
ン
で

地
域
自
治
の
核
と
な
る
よ
う
期
待
を

担
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
立
ち

上
が
り
、早
く
も
７
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
セ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
住
む
皆
さ
ん
の
手
で
運
営
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
事

業
、
地
域
づ
く
り
事
業
が
企
画
・
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

各
コ
ミ
セ
ン
を
運
営
す
る
指
定
管
理
者

の
地
域
振
興
協
議
会
と
市
は
、
月
１
回
開

催
す
る
事
務
局
会
議
で
情
報
を
共
有
。
こ

の
ほ
か
、
四
半
期
に
１
回
行
う
代
表
者
連

絡
会
議
で
、
今
後
の
コ
ミ
セ
ン
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
を
重
ね
て
い

ま
す
。

■

地
域
の
理
想
像
＝
地
域
計
画

こ
う
し
た
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く

に
当
た
っ
て
、
そ
の
地
域
に
住
む
皆
さ
ん

が﹃
将
来
ど
の
よ
う
な
地
域
に
し
て
い
き

た
い
の
か
﹄と
い
う「
思
い
」を
、地
域
で
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
地
域
の
里
山
を
愛
護
し
て
い

き
た
い
、
伝
承
芸
能
を
核
に
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
し
た
い
、
と
い
っ
た
そ
の
地
域
に

と
っ
て
守
り
育
て
て
い
き
た
い「
お
た
か

ら
」
に
対
す
る
思
い
。
あ
る
い
は
、
地
域

に
と
っ
て
解
決
し
た
い
課
題
を
実
際
に
そ

の
地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
で
話
し
合

い
、「
将
来
こ
う
あ
る
べ
き
理
想
の
姿
」を

共
有
す
る
こ
と
。
こ
う
い
っ
た「
思
い
」が

明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
未

来
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
の「
思
い
」を
形
に
し
た
も
の
が
、
一

般
に
地
域
計
画
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
計
画
を
つ
く
る
こ
と
自
体
は
目
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
策
定
の
過
程
で
、
地
域

の
話
し
合
い
を
通
し
、「
思
い
」を
皆
さ
ん

で
共
有
す
る
と
い
う
過
程
こ
そ
が
重
要
と

い
え
ま
す
。

■

県
立
大
学
と
協
働
で
研
究
を

市
内
で
は
、
４
つ
の
地
域
振
興
協
議
会

で
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
策
定

の
地
域
で
も
取
り
組
み
を
進
め
や
す
く
な

る
よ
う
、
市
は
、
岩
手
県
立
大
学
と
連
携

し
て
、
計
画
策
定
の
手
法
に
つ
い
て
協
働

で
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
岩
手
県
立
大
学
の
地
域
協
働

研
究（
地
域
提
案
型
）事
業
の
枠
組
み
に
よ

る
も
の
で
、
新
し
い
地
域
住
民
自
治
の
あ

みんなの地域は
"たからのやま"

◇特集・コミュニティセンターと自治

市は、本年４月から地域にコミュニティセンターを設け、地域の自治を推
進していますが、より一層の進展を図るため、岩手県立大学と協働研究を行
うことにしました。今回は、この研究のあらましについて紹介します。
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活動状況や事業の案内は、
各地区のコミセンから世帯
に配布されていますが、他地
区のものを見る機会はあま
りないものです。

そこで、全てのコミセンの
広報紙を見ることができる
コーナーを市役所本庁舎内
に設置しました。本庁にお越
しの際は、ぜひお立ち寄りく
ださい。

また、各コミセンでは、紙
媒体のほか、F

フェイス
aceb

ブ ッ ク
ookによる

広報も行っています。
ぜひ「いいね！」ボタンを

押して、最新情報をチェック
してください。

り
方
と
、
円
滑
な
地
域
運
営
の
方
策
の
構

築
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
知
識
、
技
法
、
実
践

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■

市
内
３
地
区
で
研
究
を
開
始

こ
の
研
究
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
計
画

未
策
定
の
協
議
会
の
中
か
ら
人
口
規
模
の

大
き
な
協
議
会
と
し
て
松
尾
地
区
、
中
程

度
の
協
議
会
と
し
て
田
頭
地
区
、
小
さ
い

協
議
会
と
し
て
五
日
市
地
区
を
そ
れ
ぞ
れ

モ
デ
ル
と
し
て
選
定
。
8
月
8
、
9
の
両

日
、研
究
を
担
当
す
る
吉
野
英
岐
教
授
と
、

研
究
室
に
所
属
す
る
学
生
7
人
が
3
地
区

の
コ
ミ
セ
ン
を
訪
問
し
、
研
究
が
始
ま
り

ま
し
た
。

初
回
は
、
ま
ず
地
域
を
知
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
地
域
の
特
徴
な
ど
を
調
査
。
地

域
振
興
協
議
会
の
主
な
役
員
や
コ
ミ
セ
ン

事
務
局
員
か
ら
、
地
域
の
実
情
な
ど
に
つ

い
て
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

コミセン内や付近の施設を見学

学生たちは施設の掃除も行いました（松尾コミセン）

皆
さ
ん
か
ら
地
域
の
特
徴
な
ど
を
聞
き
取
り（
五
日
市
コ
ミ
セ
ン
）

田頭コミセン

松尾ふれあい文化伝承館

館
山
公
園

コミセンの活動は
ここでチェック！

〜みんなの地域は"たからのやま"〜
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模
造
紙
に
大
き
な
地
図
と
し
て
ま
と
め
ま

す
。
学
生
が
中
心
に
な
っ
て
話
し
合
い
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作
成
し
た
地
図
を
書

き
写
す
と
、
班
ご
と
に
特
徴
あ
ふ
れ
る
大

き
な
地
図
が
完
成
し
ま
し
た
。

ど
こ
の
班
の
地
図
に
も
共
通
し
て
出
て

く
る
よ
う
な
名
勝
も
あ
れ
ば
、
一
つ
の
班

に
し
か
出
て
こ
な
い
よ
う
な
隠
れ
た「
お

た
か
ら
」も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
地
域

を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■

行
事
も
地
域
の〝
お
た
か
ら
〟

次
は
、
地
域
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
っ
て
み
よ
う
、と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
も
、
立
派
な

地
域
の「
お
た
か
ら
」で
す
。
昔
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
も
の
、
合
併
し
て
か
ら
始
め
た

も
の
、
コ
ミ
セ
ン
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た

も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
紙
に
書
き
出

し
ま
す
。

各
自
が
頭
の
中
に
あ
る
行
事
を
月
ご
と

に
書
い
て
い
き
ま
す
が
、
毎
月
と
な
る
と

な
か
な
か
埋
め
る
の
が
難
し
い
も
の
。
思

い
つ
く
限
り
の
行
事
を
出
し
ま
す
が
、
地

域
の
恒
例
行
事
で
あ
っ
て
も
、
つ
い
つ
い

忘
れ
が
ち
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
書
い
た
も

の
を
各
班
で
持
ち
寄
っ
て
、
１
枚
の
模
造

紙
に
書
き
出
し
ま
し
た
。

地
図
づ
く
り
が
盛
り
上
が
っ
た
た
め
予

定
時
間
を
過
ぎ
て
し
ま
い
、
カ
レ
ン
ダ
ー

遠藤ヒサさん（町組）

■

地
図
づ
く
り
で
地
域
を
知
る

10
月
１
日
、
８
日
、
３
地
区
で
そ
れ
ぞ

れ
第
1
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

地
域
住
民
参
加
の
下
、
各
コ
ミ
セ
ン
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
人
程
度
を
１
班
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
班
に
進
行
役
と
し
て
学
生
が
入
り
、
吉

野
教
授
の
司
会
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
始

ま
り
ま
し
た
。

初
回
の
目
的
は
、
ま
ず
は
地
域
を
知
る

こ
と
で
す
。
身
近
な
地
域
で
あ
っ
て
も
、

な
か
な
か
普
段
か
ら
気
に
掛
け
て
い
な
い

よ
う
な
地
域
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
機
会

が
少
な
い
も
の
。
手
始
め
に
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
の
地
図
を
つ
く
る
こ
と
か

ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

最
初
は
、
各
自
が
手
元
の
紙
に
思
い
思

い
の
地
図
を
描
き
ま
す
。
自
分
の
家
を
中

心
に
据
え
る
人
、
名
所
旧
跡
か
ら
描
き
始

め
る
人
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
図
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
地
図
を
班
ご
と
に
持
ち
寄
っ
て
、

日本中を見渡しても、同じ地域はどこにもない
地域の進むべき方向は、みんなで話し合って決めるもの

自分の地域を盛り上げていくうえで、とても勉強になりました

地域の人と話して、
さまざまな魅力を
発見できました

自分では分かって

いるつもりでも、

地域のことを思い出す

のは大変でしたね

田村靖子さん（柏台）

伊藤真樹さん（繋沢）

学生が中心になって地図をまとめます
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づ
く
り
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
例
も
あ
り

ま
し
た
が
、
自
分
の
住
む
地
域
を
見
つ
め

直
す
機
会
に
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

田
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤

正
光
セ
ン
タ
ー
長
は「
地
域
づ
く
り
の
原

点
は
地
域
を
知
る
こ
と
。
地
図
づ
く
り
を

通
し
て
地
元
の
良
さ
を
再
確
認
で
き
た
の

は
素
晴
ら
し
い
」と
意
欲
を
高
め
て
い
ま

し
た
。

■

地
域
の
将
来
像
を
ど
う
描
く

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
今
後
２
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地
域
の
課

題
や
解
決
策
を
み
ん
な
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
地
域
の
こ
と
を
考

え
、
よ
り
良
い
地
域
に
し
て
い
く
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
探
っ
て
い
く
、
そ

の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
初
回
は
地
図

と
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
る
佐

藤
由
季
さ
ん（
県
立
大
３
年
・
鹿
角
市
出

身
）は「
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
資
源

や
、
良
い
と
こ
ろ
に
気
付
く
き
っ
か
け
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
す
の
は
難
し
い
が
、
お
手

伝
い
を
し
た
い
」と
次
回
以
降
に
向
け
て

の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

第
１
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
成
し

た
地
図
は
、
当
分
の
間
、
各
コ
ミ
セ
ン
に

掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
の

際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

モ
デ
ル
と
な
っ
た
３
地
区
で
は
、
次
回

か
ら
、
具
体
的
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。ま
た
、

３
月
に
は
、
各
地
区
で
取
り
ま
と
め
た
成

果
を
発
表
す
る
場
を
設
け
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
地
域
振
興
課
市
民

協
働
推
進
係（
☎︎・内
線
１
１
４
４
）ま
で
。

地域の"おたから"を生かすには、
地域を知るのが第一歩

地域を客観視する
のは難しい
地図づくりを通じて、地域のことを

再認識してもらい、カレンダーで時間
の流れを確認してもらいました。

振り返りながら、
方向付けしていく
何かを参考にするのではなく、地域

のことを思い出してもらいながら、課
題や事業の解決策を探っていきます。

みんなの知恵を
まとめていきたい
皆さんの頭の中で考えていることは

それぞれ違います。話し合いを通じて
個々の考えをまとめていくお手伝いを
していきます。

岩手県立大学 総合政策学部
吉野 英岐  教授

書き上げたカレンダーをみんなで確認

完成した地図はコミセンに掲示中

〜みんなの地域は"たからのやま"〜
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 入所（園）手続きが変わります
保育所（園）利用までの流れ

新制度では、利用を希望する施設や現在の利用
状況によって、手続きの流れが違います。４月か
ら新たに利用する場合と、継続して利用する場合
の流れを下図に示しますので、ご確認ください。

市内幼稚園の利用手続きは、今までどおりで、

支給認定申請は不要です。幼稚園への入園手続き
について詳しくは、入園を希望する幼稚園へお問
い合わせください。

入所申し込みについて詳しくは、市役所地域福
祉課児童福祉係（☎・内線1157）まで。

・保育所（園）については、市から決定通知と入所承諾書を送付します。
・小規模保育所については、保育所から入所承諾書が送付されます。

４月から新たに保育所（園）・小規模保育所を利用する場合【２・３号認定】

・保育所（園）については、市から決定通知と入所承諾書を送付します。
・小規模保育所については、保育所から入所承諾書が送付されます。

４月から新たに保育所（園）・小規模保育所を利用する場合【２・３号認定】

は、市から決定通知と入所承諾書を送付します。は、市から決定通知と入所承諾書を送付します。
小規模保育所については、保育所から入所承諾書が送付されます。小規模保育所については、保育所から入所承諾書が送付されます。

４月から新たに保育所（園）・小規模保育所を利用する場合【２・３号認定】４月から新たに保育所（園）・小規模保育所を利用する場合【２・３号認定】

は、市から決定通知と入所承諾書を送付します。
小規模保育所については、保育所から入所承諾書が送付されます。

４月から新たに保育所（園）・小規模保育所を利用する場合【２・３号認定】

利用希望者 保育所（園）
小規模保育所 市

４月以降継続して保育所（園）を利用する場合【２・３号認定】４月以降継続して保育所（園）を利用する場合【２・３号認定】４月以降継続して保育所（園）を利用する場合【２・３号認定】４月以降継続して保育所（園）を利用する場合【２・３号認定】４月以降継続して保育所（園）を利用する場合【２・３号認定】

利用希望者 保育所（園） 市
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４月から子ども・
子育て支援新制度 保育所（園）への  

平成27年４月から、子育てに関する新しい制度が始まります。新制度で
は、入所・入園の手続きなどが変わります。ここでは、新制度開始後の利
用手続きの流れなどについて、紹介します。

３つの区分で認定します

新制度では、保育所・保育園等を利用するため
に、保護者が給付の支給認定を受ける必要があり
ます。

支給認定は、子どもの年齢、どの施設を希望す
るのか、保育の必要性があるかを総合的に判断し、

下表の３つの区分で認定します。
なお、市内の幼稚園の利用手続きは、今までど

おりで、支給認定申請は不要です。幼稚園の入園
手続きについて詳しくは、幼稚園へお問い合わせ
ください。

支給認定区分表

子どもの年齢 希望する
形 態

保育の必
要な事由 認定区分 利 用 施 設

満３歳以上 教育 － １号認定 市外の一部の幼稚園、認
定こども園〔※１〕

保育 有 ２号認定 保育所（園）、小規模保育
所〔※２〕、認定こども園満３歳未満 保育 有 ３号認定

※１＿市内に認定こども
園はありません。
※２＿平成27年４月から、
あしろ保育所畑分園が、小
規模保育所になる予定で
す。

支給認定区分の中で、２・３号認定を受けるには、保護者が、下の「保育の必要な事由」のいずれかに
該当する必要があります。

保育の必要な事由＝▶１カ月に60時間以上労働している。▶妊娠中または産後間もない。▶疾病にか
かっている、負傷している。▶精神または身体に障がいがある。▶同居親族の介護または看護をして
いる。▶災害の復旧に当たっている。▶求職活動を継続的にしている。▶就学している、職業訓練を
受けている。▶ＤＶ被害により子どもの保育が困難である。▶育児休業を取得するが、既に保育所

（園）を利用している子どもが継続して利用する必要がある。 など

２つの保育時間

２・３号認定を受ける人は、保育の必要
量に応じて、「保育標準時間」または「保育短
時間」に区分されます。

それぞれの区分で定められた時間を超え
て保育が必要な場合は、「延長保育」となり
ます。延長保育の時間は、施設によって異
なります。
▶保育標準時間…最長11時間まで
▶保育短時間…最長８時間まで（施設によ
って受け入れ時間が異なります）

保育料は、国の基準を基に、保護者の所得などに
応じて、市が定めます。

新制度では、国の基準が変わり、保育料の算定方
法も変わりますが、可能な限りこれまでと大きな変
動がないように保育料を定めます。保育料は、これ
までどおり市にお支払いいただきますが、小規模保
育所、市外の認定こども園を利用する場合は、施設
に直接お支払いください。
※ 認可外保育所などの保育料は、施設が定めた保

育料を、施設に直接お支払ください。

保育料について
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社
会
福
祉
事
業
の
功
労
者
に
対
し

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
表
彰
状

第
９
回
市
社
会
福
祉
大
会
が
９
月
28
日
、

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
長
年
、
社
会
福
祉
に
貢
献
し

た
人
や
福
祉
健
康
標
語
の
入
選
者
ら
を
表

彰
。
そ
の
後
、
妙
見
山
黒
石
寺（
奥
州
市
）の

業
功
労
者

石
坂
勇
、
三
浦
鈴
子
、
加
賀
谷

茂
子（
社
会
福
祉
法
人
安
代
会
）
尾
関
康
子
、

小
笠
原
優
子
、澤
口
牧
美
、高
橋
久
子（
社
会

福
祉
法
人
西
根
会
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

工
藤
正
雄

（
北
村
）

■
褒
賞

工
藤
和
代（
薬
師
）

■
感
謝
状

中
軽
米
秀
雄（
関
口
）

■
26
年
度
市
福
祉
健
康
標
語
最
優
秀
賞

▼
福
祉

佐
々
木
向
日
葵（
松
野
小
６
年
）

「
差
し
の
べ
る

そ
の
手
の
先
に

お
も
い

や
り
」

▼
健
康

遠
藤
由
紀
乃（
田
頭
小
４
年
）「
笑

う
ほ
ど

健
康
の
花

咲
き
ほ
こ
る
」

藤
波
洋
香
住
職

が「
布
施
の
心
」

と
題
し
、
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞

者
、
入
選
者
は

次
の
と
お
り
で

す（
敬
称
略
）。

■
社
会
福
祉
事

伊藤昇会長（左）から表彰状
を受け取る工藤正雄さん

太陽光発電システム設置経費の補助

３月で終了します！市
の
魅
力
を
発
信
す
る
３
代
目
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
誕
生

市
観
光
協
会
は
、松
村
由
佳
さ
ん（
中

関
）と
小
船
玉
実
さ
ん（
清
水
２
区
）の

２
人
を
10
月
１
日
か
ら
、
３
代
目
の
市

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
に
任
命
し

ま
し
た
。

２
人
は
共
に
22
歳
。
今
後
２
年
間
、

県
内
外
で
の
催
し
な
ど
で
市
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
任
命
に
当
た
り
、
松
村

さ
ん
は「
幅
広
い
年
齢
層
の
人
に
、市
の

魅
力
を
元
気
い
っ
ぱ
い
伝
え
た
い
」と
、

小
船
さ
ん
は「
身
近
な
自
然
や
特
産
品

な
ど
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と
、

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

３代目市観光キャンペーンレディの
松村由佳さん（左）と小船玉実さん

市
教
育
委
員
会
は
、８
月
１
日
付
で
「
兄
川
山や

ま
じ
ん
ぐ
う

神
宮
の
山や

ま
し
ん
ぞ
う

神
像
」（
写
真
左
下
）

を
市
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
、
９
月
12
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
、
指
定
書

遠藤教育長（右）が関善次郎
さんに指定書を交付

交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

式
に
は
、
所
有
者
で
あ
る
関
善
次
郎
さ
ん
が

出
席
。
遠
藤
健
悦
教
育
長
か
ら
指
定
書
を
受
け

取
り
ま
し
た
。
同
像
は
、
市
有
形
民
俗
文
化
財

第
１
号
と
な
り
ま
す
。

市有形民俗文化財第１号に
兄川山神宮の山神像を指定

リーンエネルギーの普及および地域経
済の活性化を図るため、住宅用太陽光
発電システムの設置経費を予算の範囲
内で補助しています。本事業は、制度
開始時に計画したとおり、平成27年３
月で終了します。
助成を希望される人は、お早めに市
役所地域振興課地域振興係（☎・内線
1146）に、ご相談ください。

市は、平成
24年度から、
環境負荷の少
ない循環型社
会の構築に向
け、市民の環
境に対する意
識の高揚とク

太陽光発電を利用した住宅

ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
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税について手続きを確認しましょう

■ 所得税などの予定納税をお忘れなく
前年分の所得税および復興特別所得税の確定申
告に基づいて計算した基準額が15万円以上の場
合、その税額の３分の１に相当する額を７月と11
月に納める「予定納税」という制度があります。11
月の第２期分の納付期限は、12月１日㈪です。
廃業などで、予定納税基準額より少なくなると
見込まれる場合は、予定納税の減額申請ができま
す。第２期分の減額申請は、11月17日㈪までに手
続きを行う必要がありますので、ご確認ください。
詳しくは、国税庁ホームページ（https://www.
nta.go.jp）をご覧ください。

■ 記帳・帳簿等の保存制度のご確認を
個人の白色申告者のうち、前々年分あるいは前
年分の事業所得、不動産所得または山林所得の合
計額が300万円を超える人に必要とされていた記
帳と帳簿書類の保存が、平成26年１月から、これ
らの所得が発生する業務を行う全ての人（所得税
および復興特別所得税の申告の必要がない人を含
む）にも、義務付けられています。
「記帳・帳簿等の保存制度」や記帳の内容の詳細
は、国税庁ホームページをご覧いただくか、盛岡
税務署（☎019-622-6141）までお問い合わせくだ
さい。

12月１日㈪から
コミュニティバスの時刻などを変更

市は、新庁舎完成に伴い、コミュニティバスの
時刻などを次のとおり変更します。
なお、変更した時刻・路線の運行開始は、12月
１日㈪からとなりますので、お気を付けください。
❶西根・松尾地区の全路線市役所新庁舎まで路線
を延長
▶西根・松尾地区の全路線１便以上を、市役所新
庁舎を経由または始発、終着とするように変更
❷大花森路線、前森路線を毎日運行に変更
▶月・水・金曜日に運行している大花森路線、
火・木曜日に運行している前森路線を、バスの増
台により、毎日運行に変更
❸大花森路線に温泉郷周辺エリアを循環する便を
２便新設
▶大花森路線に、東八幡平病院発着で、温泉郷、
別荘地、金沢方面を巡回する便を１日２便新設
❹バス停の新設
▶寺田路線に２カ所、温泉郷周辺エリア循環バス
新設のため、大花森路線に３カ所のバス停を新設
❺路線延長などに伴い、西根・松尾地区の到着時
刻を変更
▶東八幡平病院へは、始発からの所要時間を17分
短縮（大花森路線）

❻ＪＲ花輪線に接続のため田山路線の時刻を変更
田山路線について、朝のＪＲ花輪線上り（田山駅
８時４分発車）への接続のため、毎週木曜日の朝の
時刻のみ変更
詳しい発着時刻や路線については、全戸配布す
る時刻表をご覧ください。
■フリー乗降区間について
国道および県道以外のコミバス運行路では、バ
ス停以外でも乗り降りができます。バス停以外で
乗る場合は、手を上げ、降りる際は、あらかじめ
運転手に意思を伝えてください。
また、安全運行のため、乗降の際は、早めの意
思表示をお願いします。

市
内
を
巡
回
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
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◎
第
31
回
全
日
本
武
術
太
極
拳
選
手
権

大
会（
７
月
４
～
６
日
、東
京
都
・
東
京

体
育
館
）

▽
ジ
ュ
ニ
ア
太
極
拳
１

❷
森
風
姫
子

（
山
道
）

▽
ジ
ュ
ニ
ア
太
極
拳
２

❸
森
冬
姫
子

（
山
道
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

ジ
ャ
ン
プ
白
馬
大
会
最
終
日（
８
月
24

日
、長
野
県
・
白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
）

▽
個
人
戦
第
５
戦

❻
小
林
潤
志
郎

（
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
、
松
尾
中
卒
）

◎
第
62
回
岩
手
地
区
中
学
校
陸
上
競
技

大
会（
８
月
26
日
、盛
岡
市
・
県
営
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
）

◆
男
子
▽
１
年
１
０
０
㍍

❷
髙
橋
剛

（
西
根
中
）
❸
工
藤
心
斗（
松
尾
中
）

▽
２
年
１
０
０
㍍

❶
畠
山
比
呂（
松

尾
中
）
❸
福
原
康
誠（
西
根
中
）

▽
低
学
年
４×

１
０
０
㍍

❸
松
尾

中【
工
藤
心
斗
、畠
山
比
呂
、髙
橋
快
生

（
１
年
）、
髙
橋
悠
太（
２
年
）】

▽
２
０
０
㍍

❸
福
原
康
誠

▽
８
０
０
㍍

❸
丹
内
一
貴（
西
根
中

３
年
）

▽
３
０
０
０
㍍

❷
佐
々
木
詩
音（
西

根
中
３
年
）

▽
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

❸
田
村
元
就

（
西
根
第
一
中
３
年
）

▽
走
り
高
跳
び

❷
米
田
隼
斗（
松
尾

中
３
年
）

▽
棒
高
跳
び

❷
滝
川
聖
也（
松
尾
中

３
年
）

▽
砲
丸
投
げ

❶
麥
田
彗
那（
松
尾
中

３
年
）
❷
日
戸
蒼
紫（
西
根
中
３
年
）

▽
四
種
競
技

❶
双
畑
蓮（
西
根
中
３

年
）

▽
２・
３
年
１
５
０
０
㍍

❷
佐
々
木

飛
鳥（
西
根
中
３
年
）
❸
山
本
竜（
松
尾

中
３
年
）

◆
女
子
▽
８
０
０
㍍

❸
山
本
千
紗

（
松
尾
中
２
年
）

▽
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

❷
齋
藤
彩
花

（
安
代
中
３
年
）

▽
四
種
競
技

❶
伊
藤
奈
々
美（
西
根

中
３
年
）

◎
第
15
回
岩
手
地
区
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会（
９
月
５
日
、雫
石
町
・
雫
石
総
合

運
動
公
園
）

◆
男
子

❶
西
根
中
Ａ【
三
浦
駿
斗（
3

年
）、
佐
々
木
詩
音
、
加
藤
星
也（
２

年
）、
工
藤
翔（
3
年
）、
佐
々
木
飛
鳥
、

丹
内
一
貴
】

◎
第
26
回
県
民
長
寿
体
育
祭
太
極
拳
交

流
大
会（
９
月
７
日
、盛
岡
市
・
県
営
武

道
館
）

◆
集
団
競
技
部
門
▽
第
１
部

❸
西
根

太
極
拳
サ
ー
ク
ル

◎
第
34
回
西
根
・
松
尾
・
安
代
学
童
相

撲
大
会（
９
月
21
日
、平
舘
八
幡
宮
相
撲

場
）

◆
団
体

❶
田
頭
小
Ｂ
❷
田
頭
小
Ａ
❸

平
舘
小
Ａ

◆
個
人

▼
女
子
❶
山
口
ひ
か
り（
平

舘
小
６
年
）❷
行
方
の
の
は（
平
舘
小
６

年
）
❸
遠
藤
愛
美（
田
頭
小
５
年
）、
上

山
真
穂（
大
更
小
５
年
）

▼
男
子
▽
４
年

❶
工
藤
緑（
田
頭
小
）

❷
髙
橋
涼
太（
平
舘
小
）
❸
伊
藤
聖
哉

（
平
笠
）、
松
浦
旬
哉（
平
舘
小
）

▽
５
年

❶
澤
口
翔（
田
頭
小
）❷
田
村

竜
也（
平
舘
小
）❸
上
野
凛
都
、
松
浦
正

弥（
平
舘
小
）

▽
６
年

❶
田
村
諄（
平
舘
小
）❷
阿
部

虎
大（
大
更
小
）❸
佐
々
木
輝
龍
、
三
浦

陸（
大
更
小
）

◎
県
自
転
車
選
手
権（
９
月
27
日
、紫
波

町
・
紫
波
自
転
車
競
技
場
）

◆
女
子

▽
５
０
０
㍍
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル

❶
斎
藤
莉
星（
盛
岡
農
業
高
２

年
、
西
根
第
一
中
卒
）

▽
２
㌔
個
人
追
い
抜
き

❷
齋
藤
莉
星

◎
Ｉ
Ｂ
Ｃ
岩
手
放
送
・
紫
波
町
長
杯
県

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
選
手
権（
９
月
28
日
、紫

波
町
・
田
屋
地
区
多
目
的
集
会
施
設
）

◆
一
般

❷
高
橋
伸
也（
市
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
協
会
）

◆
女
子

❶
斎
藤
莉
星

◎
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会（
10
月
３

日
、花
巻
市
・
日
居
城
野
陸
上
競
技
場
）

◆
男
子

❶
西
根
中
Ａ【
三
浦
駿
斗
、

佐
々
木
飛
鳥
、
加
藤
星
也
、
遠
藤
那
琉

（
３
年
）、
佐
々
木
詩
音
、
丹
内
一
貴
】

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

豆力士たちが奮闘した第34回西根・
松尾・安代学童相撲大会（９月21日）
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多くの作品を展示

市芸術祭を開催しました

市
芸
術
祭
が
10
月
25
、
26
の
両
日
、

西
根
地
区
体
育
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

芸
術
祭
で
は
、
市
内
の
人
や
児
童
・

生
徒
ら
の
絵
画
や
写
真
、
手
芸
な
ど
を

展
示
。
26
日
に
は
、
郷
土
芸
能
や
民
謡

な
ど
の
舞
台
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
芸
術
祭
に
合
わ
せ
、
芸
術
文

化
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
方
々

が
、
市
芸
術
文
化
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た（
敬
称
略
）。

▼
遠
藤
サ
イ
子（
野
口
鹿
踊
保
存
会
）、

斎
藤
勝
雄（
曲
田
先
祓
い
保
存
会
）、
竹

田
よ
ゑ
子（
西
根
民
謡
か
ら
ま
つ
会
）、

髙
橋
ハ
ツ
エ（
あ
じ
さ
い
の
会
代
表
）、

池
本
治
雄（
浅
沢
神
楽
保
存
会
）

な
お
、
劇
団「
ふ
る
さ
と
発
信
株
式

会
社
」の
市
芸
術
祭
演
劇
発
表
は
、
11

月
30
日
㈰
に
、
安
代
小
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
す
。

市芸術文化協会の髙橋志郎会長
（左から３人目）と受賞者の皆さん

親
子
連
れ
な
ど
が
作
品
を
鑑
賞

受
賞
フ
ァ
イ
ル（
敬
称
略
）

◎
第
67
回
岩
手
芸
術
祭

◆
写
真
▽
部
門
賞
＝
菊

池
健
逸（
中
郡
）
◆
洋
画
▽
入
選
＝
大
場
敬
子（
安

比
高
原
）
◆
デ
ザ
イ
ン
▽
入
選
＝
小
林
蘭（
山
崎
）

◆
水
墨
画
▽
入
選
＝
本
宮
武
彦（
曲
田
）

◎
東
北
管
区
警
察
局
長
・
東
北
交
通
安
全
協
会
長

連
名
表
彰

◆
優
良
運
転
者
＝
川
又
光
久（
石
名

坂
２
区
）

◎
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
賞
・
全
日
本
交
通
安
全

協
会
長
表
彰

◆
優
良
運
転
者
＝
滝
川
紀
昭（
寺

田
）、
畠
山
義
雄（
川
原
１
区
）

◎
県
警
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

◆
優
良
運
転
者
＝
小
野
寺
と
よ
子（
東
）、
澤
口
ス

エ（
わ
し
森
）、
杉
本
春
夫（
下
兄
川
）、
小
野
寺
隆

一（
豊
畑
）

◎
岩
手
署
長・
北
岩
手
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表

彰

◆
優
良
運
転
者
＝
田
中
耕
一（
小
福
田
）、
菅

原
葉
子（
わ
し
森
）、
角
舘
菊
惠（
折
壁
３
区
）、
斎

藤
ヨ
シ
子（
鳥
居
元
）、
佐
藤
リ
キ
子（
日
泥
）、
佐

藤
満（
本
町
）、池
本
チ
ヤ（
岩
屋
）、藤
本
惠
子（
繋

沢
）

◎
東
北
高
校
選
抜
大
会
相
撲
競
技（
10

月
４
日
、青
森
県
・
十
和
田
市
相
撲
場
）

◆
団
体

❷
平
舘
高
校

◆
個
人
▽
１
０
０
㌔
未
満
級

❷
吉
田

皇（
平
舘
高
１
年
）

▽
80
㌔
未
満
級

❸
松
浦
裕
介（
平
舘

高
１
年
）

◎
第
22
回
東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

大
会
予
選
会
U
‐
12
、14（
10
月
４
、５

日
、
安
比
高
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
14
歳
以
下
本
戦

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

❶
高
橋
優
実（
松
尾

中
１
年
）

◎
第
８
回
フ
ィ
ー
ル
ド
Xク
ロ
スレ
ー
ス（
10

月
５
日
、
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広

場
）

◆
S
F
X
▽
一
般
男
子

❸
小
野
寺
謙

信（
盛
岡
南
高
３
年
、
松
尾
中
卒
）

▽
一
般
女
子

❷
土
屋
正
恵（
盛
岡
南

高
3
年
、
安
代
中
卒
）❺
山
本
希
歩（
盛

岡
南
高
２
年
、
安
代
中
卒
）
❻
工
藤
な

つ
み（
盛
岡
農
業
高
１
年
、
西
根
中
卒
）

▽
中
学
女
子

❶
齋
藤
彩
花（
安
代
中
）

❸
木
村
夏
海（
安
代
中
２
年
）

◆
Ｌ
Ｆ
Ｘ
▼
一
般
男
子（
40
歳
未
満
）▽

12
㌔

❹
永
井
陽
一（
市
ス
キ
ー
連
盟
）

▽
６
㌔

❶
黒
澤
雅
英（
盛
岡
第
三
高

２
年
、
安
代
中
卒
）

▼
一
般
女
子（
40
歳
未
満
）▽
６
㌔

❷

土
屋
正
恵
❹
山
本
希
歩

▽
３
㌔

❶
工
藤
な
つ
み

▼
中
学
生
男
子
３
㌔

❸
山
本
竜

▼
中
学
生
女
子
３
㌔

❸
木
村
夏
海
❹

関
柚
月（
安
代
中
１
年
）
❻
滝
沢
日
菜

（
安
代
中
２
年
）

▼
小
学
生
▽
高
学
年
男
子
３
㌔

❺
成

田
健
太（
田
山
小
５
年
）

▽
低
学
年
男
子
２
㌔

❸
和
井
内
飛
沫

（
田
山
小
３
年
）
❹
久
世
一
力（
柏
台
小

３
年
）

▽
低
学
年
女
子
２
㌔

❹
安
保
瑞
希

（
柏
台
小
３
年
）
❺
吉
田
悠
愛（
田
山
小

２
年
）

◎
第
69
回
国
民
体
育
大
会
相
撲
競
技

（
10
月
13
～
15
日
、長
崎
県
・
平
戸
文
化

セ
ン
タ
ー
）

◆
少
年
個
人

❺
松
浦
智
哉（
平
舘
高

３
年
）

◎
鹿
角
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
・
コ
ン
バ
イ

ン
ド
大
会（
10
月
25
・
26
日
、秋
田
県
・

花
輪
ス
キ
ー
場
）

◆
成
年
▽
ジ
ャ
ン
プ

❺
永
井
健
弘

（
盛
岡
市
役
所
、
田
山
中
卒
）

▽
複
合

❷
永
井
秀
昭（
岐
阜
日
野
自

動
車
、
田
山
中
卒
）

◆
少
年
▽
ジ
ャ
ン
プ

❶
小
林
陵
侑

（
盛
岡
中
央
高
３
年
、
松
尾
中
卒
）
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伝統ある歌や踊りが数多く披露
された市芸能発表会（９月28 日、
西根地区市民センター）

田頭小学校５・６年生31人が自分
たちで植えた稲の刈り取りを体験

（10月８日、田頭地内）

来場した子どもたちが餅つきを
体験した紅葉まつり（10月18日、
県民の森）

親子で挑戦したジャンボドッグ早食い競争

秋の恵みに多くの人出
八幡平山賊まつり

八幡平山賊まつりが、10月11日から13日まで、さ
くら公園イベント広場で開かれました。

まつりには、３日間で約３万７千人が来場。市内
外の特産品の販売、保育所の園児や小・中学校の児
童、生徒による舞台発表などが行われました。また、
ラジオ番組の公開録音や八幡平サーモンのつかみ捕
り、杜仲茶ポークのジャンボドッグ早食い競争など
のイベントに、多くの人が参加。紅葉深まる秋の八
幡平を楽しみました。

大自然を楽しみながらツアーを満喫

趣ある歴史と秋を堪能
安代地区鹿角街道ウオーキングツアー

市安代地区鹿角街道ウオーキングツアーが10月
18日、市安代総合支所を発着地に行われました。

当日は、抽選で選ばれた30人と関係者ら合わせて
約50人が参加。紅葉や豊かな自然を楽しみながら、
不動の滝から曲田一里塚までの約9㌔を散策しま
した。参加者は、道中、地元案内人の説明で、市の
特産品や安代地区の歴史などを学んだ後、「麹屋も
とみや」の手作り弁当に舌鼓を打ち、心身ともに満
足した様子でした。

皆さんからの情報をお寄せください。
☎・内線 １２１３ まで。

天
候
に
恵
ま
れ
多
く
の
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
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第16回県空手道選手権大会で気
迫ある型を披露（9月28日、西根
地区体育館）

「打ち上げ花火でお誕生日を祝う
会」の中で行われたそば打ち体験

（10月12日、五日市コミセン）

各校の音楽を堂々披露
市小学校音楽発表会

市小学校音楽発表会が10月９日、市総合運動公園
体育館で開かれました。

発表会には、児童や関係者ら約700人が参加。合
唱や合奏、鼓笛、吹奏楽など26曲目が発表され、こ
れまで練習した成果を十分に発揮しました。発表を
聞いた講師の髙橋ひさ子さんは「演奏と同じくらい、
皆さんの聞き方がすばらしかったです。来年の新入
生にもこの姿勢をぜひ伝えていってください」と、
講評し、今後の活動に期待を寄せました。

平和を祈る思い新たに
市戦没者追悼式

市戦没者追悼式が10月21日、西根地区市民セン
ターで行われました。

式には、遺族ら約200人が参列。第２次世界大戦
などで戦死した837柱の冥福を祈り、全員で黙とう
を行った後、田村正彦市長が「現在の平和は、戦火
で失われた尊い命の上に成り立っていることを次世
代に伝えていかなければならない」と、式辞を述べ
ました。参列者は、戦争で亡くした家族らをしのび、
白い菊を献花し、恒久平和の誓いを新たにしました。

地域活動の成果を発表
市生涯学習推進大会

平成26年度市生涯学習推進大会（市ＰＴＡ連絡協
議会研修会を同時開催）が９月27日、松尾コミュニ
ティセンターで行われました。

各地区のＰＴＡによる活動紹介に引き続き、フ
リーキャスターの宮田佳代子さんが「今こそ育てた
い・子供のコミュニケーション能力」と題して講演。
スマートフォンとの節度あるつきあい方や会話の能
力を身に付けるため、子どもと親が話し合うことの
大切さを呼び掛けました。

献花台に花を供える参列者の皆さん

平笠小学校は手話を交えた合唱を発表

各地区の活動が紹介されました
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介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線₁₁₈2

子育てNEWS
地域福祉課子育て支援係 ☎・内線₁₁₅₄

「つどいの広場」では、リズム遊びやお絵描き、
工作のほか、散歩のように親子で楽しめる遊びや
育児相談などを行っています。予約は不要で、無
料で利用できます。お気軽にお立ち寄りください。

詳しくは、各施設の連絡先まで。

体
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
筋

力
は
年
齢
以
上
に
衰
え
、
心
臓
や
肺

の
働
き
も
弱
く
な
り
、
よ
り
運
動
し

に
く
い
体
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

体
が
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
な
く
な
る
と

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
の
問
題
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
い
き
い
き

と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
元
気

な
う
ち
か
ら
運
動
を
習
慣
付
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

市
で
は
、
10
月
か
ら
12
月
に
か
け

て「
い
き
い
き
！
健
康
教
室
」を
開
催

「つどいの広場」は、保育所に入所していない就
学前のお子さんとお母さんやお父さんなどの家族
が、気軽に集まって、子どもと一緒に遊んだり、
情報交換をしたりする交流の場です。市には、下
に示す２カ所の「つどいの広場」があります。

「つどいの広場」においでください

「
い
き
い
き
！
健
康
教
室
」が
始
ま
り
ま
し
た

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、こ
の
他
に
も「
岩
手
山
焼
走

り
国
際
交
流
村
」「
自
然
休
養
村
な
か

や
ま
荘
」「
綿
帽
子
温
泉
館
あ
ず
み
の

湯
」「
西
根
老
人
憩
の
家
」「
安
代
老
人

憩
の
家
」で
は
、介
護
予
防
教
室
を
毎

週
開
催
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
・
ヨ
ガ
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
室

内
ゲ
ー
ム
な
ど
、
豊
富
な
運
動
メ

ニ
ュ
ー
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

運
動
を
し
た
後
は
、
ゆ
っ
た
り
と
温

泉
で
く
つ
ろ
ぎ
、
お
い
し
い
ご
飯
を

ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
開
催
し
て
い
る
各
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い
る

施
設
と
連
絡
先

◎
岩
手
山
焼
走
り
国
際
交
流
村（
☎

₇
₆
・
₂
₀
₁
₃
）

◎
自
然
休
養
村
な
か
や
ま
荘（
☎

₇
₈
・
₃
₁
₃
₂
）

◎
綿
帽
子
温
泉
館
あ
ず
み
の
湯（
☎

₇
₂
・
₆
₈
₁
₁
）

◎
西
根
老
人
憩
の
家（
☎
₇
₇
・

₂
₅
₇
₃
）

◎
安
代
老
人
憩
の
家（
☎
₇
₂
・

₅
₆
₃
₉
）

楽しく体操を行う「いきいき！健康教室」

■「つどいの広場」の所在地など
名 称 たからっこ広場 カンガルー広場

所在地
大更25-55-13
大更・大更第二学童保育クラブ内

（大更コミュニティセンター隣）

清水219
あしろ学童保育クラブ内（あしろ
保育所隣）

電話番号 70-1771 72-2431

開館日
毎週月・火・木・金・土曜日（祝
日および年末年始を除く）
午前10時から午後３時まで

毎週火曜日（祝日および年末年始
を除く）
午前10時から正午まで

その他 弁当持参可
あしろ保育所の園庭開放も実施
中（月～金曜日の午前７時半から
午後０時半まで）※祝日を除く

※ 市のホームページで、つどいの広場だより（毎月１回更新）を公開していま
す。ぜひご覧ください。 カンガルー広場の様子

し
、
運
動
や
口こ

う
く
う腔

体
操
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
教
室

は
、
い
き
い
き

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

（
ア
ン
ケ
ー
ト
）で

介
護
予
防
の
必
要

性
が
高
い
と
判
定

さ
れ
た
人
が
対
象

で
す
。

詳
し
く
は
、
市

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
・
内

線
１ 

１ 

８
２
）へ

たからっこ広場
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

〔
９
〕

今
月
の

・

あ
つ
ひ

時
節
は
、
霜
降
を
過
ぎ
、
通

り
に
も
一
面
に
紅
葉
の
じ
ゅ
う

た
ん
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
岩
手

山
に
も
初
雪
が
降
り
て
、
冬
の

足
音
が
日
ご
と
に
聞
こ
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
初
心
者
な
が
ら
よ

う
や
く
収
穫
で
き
た
作
物
を
使

い
、子
ど
も
や
大
人
た
ち
と「
お

い
し
い
活
動
」を
し
た
り
、地
域

の
宝
を
見
直
し
つ
つ
、
木
や
石

と
土
な
ど
を
用
い
て
ユ
ニ
ー
ク

な
か
ま
ど
を
つ
く
っ
た
り
、
森

で
拾
っ
た
枝
で
世
界
で
一
つ
の

「
え
ん
ぴ
つ
づ
く
り
」を
し
た
り

な
ど
。こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、

参
加
者
一
人
一
人
が
持
つ
豊
か

な
ア
イ
デ
ア
や
想
像
力
で
、
地

域
の
宝
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

楽
し
い
こ
と
を
皆
の
力
で
つ
く

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
少
し
ず
つ
好

き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
持

ち
寄
っ
て「
地
域
に
開
か
れ
た

場
」を
手
づ
く
り
す
る
こ
と
が

夢
で
す
。
そ
こ
で
は
、
夢
を
語

っ
た
り
、
日
々
の
小
さ
な

楽
し
み
を
見
つ
け
た
り
、

世
代
を
超
え
た
会
話
が
生

ま
れ
た
り
、
美
味
し
い
食

べ
物
な
ど
も
…
夢
が
膨
ら

み
ま
す
。
ま
た
、
八
幡
平

の
美
し
い
自
然
と
と
も

に
、
先
人
の
残
し
て
く
れ

た
地
球
に
優
し
い
暮
ら
し

方
を
学
び
、
子
ど
も
た
ち

に
持
続
可
能
で
温
か
な
未

来
の
選
択
肢
を
つ
な
い
で

い
き
た
い
で
す
。

収穫した枝豆を使い「ずんだもちづくり」
（９月25日、平舘学童保育クラブ）

を開催し、参加した地元
の小学生に好評でした。

今年は、旧松尾村を舞
台にした映画「同胞」が公
開されてから40周年とい
うことで、実行委員会と
の共催で「同胞」感謝祭を
開催。当日は、監督や出

第８回 ＱＲコードを読み
取ると、松尾コミセン
のF

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebookのページ

にアクセスできます。

コミュニティセンター通信
松尾コミセン

☎76-3235

松尾コミセンには、大・小の会議室、和室、調
理実習室、体育室があり、さまざまな会議や行事
に利用されてます。併設されているふれあい文化
伝承館には、旧松尾村に縁のある方々の資料が展
示されているほか、ホールは、コミセン同様に会
議や行事に利用できます。

また、松尾コミセンの図書室は、休館日を除く
午後8時まで開いていますので、日中忙しい人で
もゆっくり利用できます。また、毎月1回、松尾
地区内を移動図書館車が回ってます。図書館や荒
屋コミセン図書室からの図書の取り寄せ・返却も
できますので、お気軽にお立ち寄りください。

上半期は、これまでに成人・女性事業として防
災・料理、自然体験、陶芸、手芸の各講座を開催
し、多くの人から参加いただきました。青少年事
業としては、エネルギー講座、ヒップホップ講座

いろいろな行事に利用されています

幅広い年齢層に合わせた講座を開催

演者の方々が集まり、トークショーや映画「同胞」
の上映会、倍賞千恵子さんによるコンサートが行
われ、市内だけではなく、県内外からもたくさん
の人にお越しいただき、大盛況のうちに幕を閉じ
ました。コミセン内に当日の写真などを飾ってい
ますので、ぜひご覧ください。

今後は、弘前の三味線体験や、つるし飾り講座
など、さまざまな講座を開催予定ですので、毎月
発行のコミセンだよりをお見逃しなく！ 皆さん
の参加をお待ちしております。

詳しくは、松尾コミセン（☎76-3235）または市役
所地域振興課市民協働推進係（☎・内線１１４４）まで。

体験して学んだ
エネルギー講座

（８月８日）
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９月９日から開催している企画展「おらほが鎮
守！」は、11月30日㈰で終了します。

博物館に、市内の神像が一堂に会するのは、珍
しいことです。お住まいの地域でどんな神様を
祭っているのか、大切にしているのかを、ぜひ、
来館の上、ご確認ください。各地域の特徴を表し
た神様を展示していますので、まだご覧になって
いない人は、早めにお越しください。

一足早いクリスマスはいかが一足早いクリスマスはいかが一足早いクリスマスはいかが

企画展は今月末までです！企画展は今月末までです！企画展は今月末までです！

盛岡市を中心に活動する『うすゆきそう文庫』か
ら澤口杜

と し
志さんを迎え「クリスマスお話会」を開催

します。一足先に、図書館でクリスマスを楽しみ
ましょう。
■日時 12月７日㈰午後１時半から
■場所 図書館お話室
■内容 パネルシアター「てぶくろ」、わらべ歌、
手遊びなど、クリスマスにちなんだお話会

来年の干支「ひつじ」のあみぐるみを作ってみま
せんか。 ※詳細は、問い合わせください。
■日時 12月12日㈮・14日㈰、両日ともに午前
10時から
■場所 図書館会議室
■講師 田村和子（市立図書館）

クリスマスお話会にいらっしゃい

企画展に合わせ、９月12日、10月10日に出張講
座を開催しました。

今回の会場は、図書館と大更コミュニティセン
ターでしたが、どちらも好評をいただきました。
住んでいる地域の神社について触れたり、各地域
の特色ある仏神像の写真を見たりしながら、市の
大切な財産について知る機会になりました。

今後も学芸員がさまざまな地へ赴いて、市の文
化や財産を掘り出し、市民の皆さんに分かりやす
く、そして、楽しく発信していきます。

企画展に関する出張講座を開催しました

図書館では、利用者アンケートを実施していま
す。来館の際は、回答にご協力ください。
■期間 11月１日㈯から11月30日㈰まで
■配布場所 市立図書館カウンター

企画展「おらほが鎮守！」を開催中

干
え と

支あみぐるみ教室を開きます

利用者アンケートにご協力ください

■期間 11月30日㈰まで
■開館時間 午前９時から午
後４時半まで
■入館料 大人200円（団体の
場合150円）、中学生以下無料
■休館日 月曜日（月曜祝日
の場合、翌平日）

めったに見ること
ができない神様を
見にきませんか？

出張講座の様子（10月10日、大更コミュニティセンター）

◆◇◆ 新着図書の紹介 ◆◇◆
【一般】

書 名 著者名など
アイネクライネナハトムジーク 伊坂幸太郎
物語のおわり 湊かなえ
窓から逃げた100歳老人 ヨナス・ヨハンソン
家庭のおかずのカロリーガイド 香川芳子 監修
図解知識ゼロからのコメ入門 八木宏典 監修

【児童】
書 名 著者名など

思い出のマーニー 徳間書店
まるかいてピョン 舟崎克彦
動物の迷路 香川元太郎
おてつだいの絵本 すみもとななみ ほか
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（９月届け出分）

№ 110

広報クイズ
11月６日号の問題

正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法 はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。
◎�応募先 八幡平市役所「広報クイズ係」 ☆はがき〒028-7192（住所不要）
☆ＦＡＸ： 75-0469
☆メール： koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）

◎応募期限 11月24日㈪ 消印有効
◎第109回の正解 「きそえ つどえ かがやけ 農と輝の大地で」
◎応募者数 14人 ◎正解者数 14人
◎当選者 中村歩睦さん（大更）、工藤由利子さん（大更）、田村賀津子さん（野駄）

市役所新庁舎での業務
開始日はいつ？

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています。（敬称略）

■人口の動き【9月30日現在 （ ）は前月比】 ■交通事故発生件数など ※累計は１月からの合計

地 区 人 口 世 帯 数
西根地区 16,738（－14） 6,274（

＋

5）
松尾地区 6,132（－5） 2,365（

＋

1）
安代地区 4,888（－7） 1,875（－4）
合 計 27,758（ー26） 10,514（

＋

2）
男 性 13,381（－17）
女 性 14,377（－9）

項 目 9月 累 計
人身事故 0 29
物損事故 35 360
負 傷 者 0 45
死 者 0 １
飲酒運転 0 ４
火 災 0 8
救 急 87 892

出生 15 死亡 34
転入 41 転出 48

◎男の子
松澤 新

あ ら た
太（厳・緑／小福田）

伊藤 和
か ず き

樹（友樹・和沙／大泉）

畠山 ある（章弘・綾乃／荒木田）

塩畑 佳
よ し と

翔（健・由佳／上町）

◎女の子
平山 心

こ こ な
菜（昭憲・幸菜／松川）

濱名 真
ま お

央（潤・紗希／両沼）

千葉 くれあ（知成・彩菜／東）

工藤 桃
も も こ

子（貴弘・美由紀／畑2区）

佐藤 凪
な お

桜（博一・志穂／両沼）

工 結
ゆ う な

愛（勇気・彩加／北村）

佐々木 躍 ／小福田
工藤 貴子 ／下町一区
山本 拓 ／石名坂
齊藤 かおる ／日瀬通

菅野 貴裕 ／陸前高田市
杉江 あきほ ／荒屋新町
森 大輔 ／五百森
竹花 真佐子 ／岩手町
佐々木 央 ／紫波町
伊藤 李沙 ／南平笠

髙橋 せつ子 89歳 中松尾
齊藤 由美 58歳 中沢
遠 キヨノ 89歳 帷子
工藤 亮真 22歳 五百森
遠藤 喜一 87歳 共新
工藤 キチ 97歳 中村
伊藤 ヨシエ 90歳 高宮
瀬川 孝一 63歳 岡村
小笠原 兼一郎 58歳 町組
伊藤 清二 86歳 薬師
鎌田 正男 83歳 舘腰

工藤 政次郎 71歳 小福田
松浦 ミヤ 83歳 堀切
松浦 清孝 72歳 堀切
藤原 克哉 78歳 舘腰
髙村 リサ 97歳 荒屋新町
渡邊 ノブ ９１歳 共新
八重樫 スゲノ 90歳 共新
髙橋 北 73歳 野駄
田村 ミサノ 88歳 岡村
田村 喜一 86歳 山後
髙橋 トミ 99歳 上町
津志田 政次郎 85歳 町組
高橋 ナヨ 92歳 兄川
堀田 勢子 66歳 柏台二丁目

髙橋 福夫 79歳 下平笠
渡辺 ウメ 86歳 間羽松
米内 カヨ 84歳 上野駄

健 や か に

お 幸 せ に

（
（

（
（
（
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農業用廃プラスチック 
適正に処理しましょう

市は、農業用廃プラスチックを
適正に処理するため、関係団体と
共同で回収を行います。
■日時と場所 ❶11月11日㈫、安
代地区（目名市ＪＡ花き集荷場）❷
12日㈬、松尾地区（山道ＪＡ野菜
集荷場）❸13日㈭・14日㈮、西根
地区（平笠ＪＡ真空予冷庫） ※時
間は全て午前10時から午後3時
まで

詳しくは、市役所農政課農政係
（☎・内線1272）まで。

放射線などの測定結果について

西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質の測定を行っています。

その結果、9月25日、10月2
日・14日・16日の測定では、放
射性物質は検出されませんでし
た。内容は、市ホームページで公
開しています。

詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

地デジ難視対策支援 
来年の３月末で終了

国による地上デジタル放送難視
対策の各種支援制度は、平成27年
３月末で終了します。期限までに
工事を完了するためには、12月中
の申し込みが必要です。 ※積雪
地域は、冬期間の工事ができない
ため、早めに申し込みください。

詳しくは、総務省地デジコール
センター（☎0570-07-0101）まで。

犯罪被害者週間に伴い 
被害者相談を受けます

（公社）いわて被害者支援セン
ターでは、11月25日㈫から12月1
日㈪までの「犯罪被害者週間」に伴
い、被害者相談を受け付けます。
相談は無料、秘密は守られます。
■対象者 犯罪や交通事故の被害
者、その家族
■相談方法 電話、面接など

詳しくは、同センター（☎019-
621-3751）まで。

㈱岩手エッグデリカ 
正社員などを募集中

㈱岩手エッグデリカでは、正社
員などを募集します。
■募集人員 正社員3人、パート
従業員若干名
■勤務内容 ❶味付ゆで卵の製造
など❷菓子類製造など
■勤務場所 ❶㈱エッグデリカ工
場❷野駄工場
■勤務時間 ❶、❷とも午前９時
から午後3時まで
■応募資格 普通自動車運転免許

詳しくは、同社（☎75-2088）担
当・中村まで。

岩手山焼走り国際交流村 
施設点検のため休みます
岩手山焼走り国際交流村温泉館

は、施設保守点検のため、11月
10日㈪と11日㈫を休館します。

また、11月4日から平成27年4
月下旬までを冬季営業時間とし、
午後8時に閉館しています（通常
午後9時閉館）。

詳しくは、岩手山焼走り国際交
流村（☎76-2013）まで。

ひなぎく幼稚園 
新入園児を募集

学校法人ひなぎく幼稚園では、
平成27年度の入園児を募集します。
■募集園児 ３歳から5歳児（年度
途中に3歳になった時点で入園可）
■受付日時 １１月29日㈯午前１０時
から１１時まで
■その他 ▷送迎 バスでの送迎
可▷預かり保育 平日は午後6
時まで、第1・3・5土曜日は午
後5時ごろまで（おやつ代を含む
預かり保育料は無料）▷補助 就
園奨励費補助のほか、第3子以降
は市が全額補助

経費など詳しくは、同園（☎76-
5011）まで。
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年末調整関係事務 
説明会を行います

盛岡税務署では、年末調整関係
事務の説明会を行います。
■日時 11月18日㈫❶午前10時
から正午まで❷午後1時半から
3時半まで ※受け付けは、どち
らも開始時刻30分前からです。
■場所 県民会館大ホール

詳しくは、同署法人課税第二部
門源泉所得税担当（☎019-622-
6141）まで。

農業日誌などを 
購入しませんか

市では、農業日誌などの販売を
あっせんします。購入には予約が
必要です。
■価格 ▷農業日誌 1,430円▷
ファミリー日誌 1,430円▷新農
家暦 520円
■申込期限 11月21日㈮
■申し込み方法 市役所市長公室
と松尾・安代両総合支所地域振興
課、田山支所に備え付けの申込書
に必要事項を記入し、現金を添え
て、提出してください。

詳しくは、市役所市長公室情報
統計係（☎・内線1214、1215）まで。

家庭で不用になった 
衣服はありませんか

市では、ごみの減量化を図るた
め、古着回収を行います。
■日時 １１月１７日㈪午前9時から
午後４時まで
■場所 市内のコミュニティセン
ター

詳しくは、市役所市民課環境衛
生係（☎・内線1121）まで。

健康の維持増進のため 
講演会などを開きます

県では、県民の健康維持や増進
を図るため、慢性腎臓病について
の講演会などを開きます。参加は
無料です。
■日時 12月14日㈰午後1時半か
ら３時５０分まで ※午後1時に開
場し、定員100人になり次第、締
め切ります。
■内容 慢性腎臓病講演会、健康
いわて21プラン（第2次）説明会
■場所 エスポワールいわて２階
大会議室（盛岡市中央通1-1-38）

詳 し く は 、 県県央保健所（☎
019-629-6573）まで。

11月9日から15日まで 
秋の全国火災予防運動

11月9日から15日まで、全国火
災予防運動を実施します。八幡平
消防署では、防火座談会や初期消
火訓練を随時行いますので、参加
希望者はご連絡ください。

また、11月9日の「119番の日」
に伴い、盛岡通信指令室（盛岡市中
央消防署）の一般公開を行います。
■日時 11月8日㈯と9日㈰午前
10時から午後4時まで

詳しくは、八幡平消防署（☎76-
2119）、松尾出張所（☎74-2119）、
安代出張所（☎72-2119）まで。

講演などに参加して 
食育を学んでみよう

県では、食育推進県民大会を開
催します。入場料は無料ですが、
事前に申し込みが必要です。
■日時 11月16日㈰午後1時15
分から4時まで
■内容 食育実践活動事例発表、
基調講演（講師：東京ガス㈱ 杉
山智美さん）など
■場所 岩手県民会館中ホール

（盛岡市内丸13-1）
■申し込み方法 電話、メールま
たはファクスで、❶氏名❷性別❸
年齢❹住所❺電話番号❻参加人数
をご連絡ください。
■申込期限 11月12日㈬

詳しくは、県庁・県民くらしの
安全課（☎019-629-5385）、メール

【AC0009@pref.iwate.jp】、ファク
ス【019-629-5279】まで。

いわて花巻空港の 
下期ダイヤが決定

いわて花巻空港の今年度下期ダ
イヤが決定しました。
■今年度下期ダイヤの概要
▷札幌線（JAL） １日3往復
▷名古屋線（FDA） １日3往復
▷大阪線（JAL） １日4往復
▷福岡線（JAL） １日1往復

詳しくは、同空港空港課（☎
019-629-5911）担当・小山まで。

子どもの虐待を防止 
気付いたらお電話を

11月は、児童虐待防止推進月間
です。虐待を見かけた場合などは
ご連絡ください。

また、県では、子ども虐待防止
フォーラムを開催します。
■日時 １１月２５日㈫午後１時半か
ら４時まで
■講師 山梨県立大学人間福祉学
部福祉コミュニティ学科 西澤哲氏
■場所 いわて県民情報交流セン
ター（アイーナ）

詳しくは、【虐待を見た場合】市
役所地域福祉課児童福祉係（☎・
内線1155）、【フォーラム】県庁保健
福祉部子ども子育て支援課子ども
家庭担当（☎019-629-5461）まで。

岩鷲苑で感染症の 
対策などを学ぼう

岩鷲苑では、介護教室を開催し
ます。参加は無料です。
■日時 11月28日㈮午後1時半か
ら2時半まで
■演題 冬場に多くなる感染症の
対策と対応

詳しくは、介護老人保健施設岩
鷲苑（☎76-5611）まで。

日本ユースホステル 
協会の正職員を募集

日本ユースホステル協会では、
直営ユースホステル職員（正職員）
を募集しています。

詳しくは、同協会ホームページ
（http://www.jyh.or.jp/recruit.
html）をご覧ください。

23



広報
Nov. 2014  No.207

※ 広報はちまんたい₁₁月６日号（№₂₀₇）の印刷経費は１部₅₆．₂₄₆₄円､ 発行部数は₁₀︐₄₀₀部です。経費の一部
は広告料で賄われています。広告掲載については、市役所市長公室（☎・内線₁₂₁₃）まで。

平
成

26年
11月

６
日

発
行

⎝毎
月

第
１

・
３

木
曜

日
発

行
）

〒
028-7192

岩
手

県
八

幡
平

市
大

更
第

35地
割

62番
地

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
http://www.city.hachimantai.lg.jp

■
発

行
岩

手
県

八
幡

平
市

■
編

集
企

画
総

務
部

市
長

公
室

☎
0195-76-2111

FAX0195-75-0469
■

印
刷

川
口

印
刷

工
業

株
式

会
社

⓳

太
鼓
が
つ
な
ぐ
出
会
い
で 

皆
が
共
に
成
長

▪
編
集
後
記

11
月
25
日
か
ら
新
庁
舎
で
の
業
務
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
引
っ
越
し
の
準
備
な

ど
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
11
月
は
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

▽
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
７
月
３
日
号
の

７
㌻
で
紹
介
し
ま
し
た
、
市
と
㈱
ゼ
ン

リ
ン
が
協
働
発
行
す
る「
暮
ら
し
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
２
０
１
４
」
を
11
月
20
日

に
全
戸
配
布
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

の
生
活
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

発
行
に
当
た
り
、
多
く
の
事
業
者
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
佐
々
木
）

今月の表紙 みんな～ がんばって！

第８回フィールドＸ
クロス
レースが1₀月５日、市

総合運動公園多目的広場で開催されました。
同レースは、距離別の２部門で、年齢別
など1₅種目が行われ、約₄₄₀人が出場。選
手たちは、コース脇からの声援を背に、さ
まざまな障害物を乗り越え、タイムを競い
合いました。
なお、市内入賞者は、1₄・1₅㌻の「各種

スポーツ大会成績」に掲載しています。

コース中には多くの
難所が待ち構えます
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昭和22年生まれ。昭和61年に松
川一の宮太鼓を結成。９月28日に
宮城県栗原市で開催された東北和
太鼓競演大会で４度目の優勝を飾
る。杉の子会理事長、平舘保育園
長も務める。Ｂ型のさそり座
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の
宮
太
鼓
の
遠
藤
一
子

会
長
。
現
在
の
会
員
数
は
、
市

内
外
の
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
、
約
90
人
を
数
え
ま
す
。

会
が
発
足
し
た
の
は
、
昭
和

61
年
。
自
身
が
運
営
す
る
保
育

園
の
職
員
が
山
口
太
鼓
の
会

（
宮
古
市
）か
ら
指
導
を
受
け
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
太

鼓
を
通
じ
、
卒
園
後
の
子
ど
も

た
ち
と
つ
な
が
る
こ
と
、
新
た

な
出
会
い
が
生
ま
れ
た
こ
と
が

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」と
、
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
の
感
性
な
ど

か
ら
、
こ
ち
ら
が
い
ろ
い
ろ
と

教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
多
い
ん

で
す
よ
。
新
し
い
演
目
づ
く
り

の
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
」と
、
思
い
掛
け
な
い
喜

び
も
感
じ
て
い
ま
す
。

海
外
で
演
目
を
披
露
し
た
こ

と
も
あ
り
、「
演
奏
を
通
じ
、

子
ど
も
た
ち
は
協
調
性
や
日
本

の
文
化
な
ど
を
学
べ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」と
、
教
育
者
と
し

て
の
立
場
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

今
後
に
つ
い
て「
活
動
を
通

じ
、
会
員
が
互
い
に
学
び
、
成

長
し
続
け
た
い
。
そ
の
結
果
、

大
会
な
ど
で
優
勝
で
き
れ
ば
、

な
お
、
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
、

目
を
輝
か
せ
ま
す
。

優勝を喜ぶ「松川一の宮太鼓」の皆さん
（９月28日）【遠藤さん提供】


